第III型双生児の存否に関する問題 by 松永 英
第III型双生児の存否に関する問慰
　　松　永　　英
札幌医科大学法医学敦室
The　Probl．em　of　a　Third　Type　of　Human　Twin’s
　　　　　　　　　　　　　By
　　　　　　　　　Ei　MArrsuNAGA
Depαrt・nent（ゲLegα1ハ4eCl壱。吻，　s⑫poγoψz勿θγ8馬匹げ11diedicine
緒　　言
　藩閥の双生兇の成囚には哺乳動物における実験
観察から類推して，多排卵Polyovulationと多胎
Polyembryonyの2和蛮頁の機1陣のあることが認めら
れている。多排卵による双生兇は同じ唐菜期内に
卵災から2個の卵が排出されその各々が夫々1匹
’つつの精了・によって受精されて生じたもので，V・
わゆる2卵性双生兇Zweieiige　Zwillihge（ZZ），
dizygotic　or　fraterllal　twinsと呼ばれ，遺侮質は互
V・に：異り，普通の兄弟姉妹と同程度の似方しか示
さないものである。これに対して多胎による双生
児はユ佃の卵と1匹の精子とが受精して生じた受
精卵が発生の途上2個の．胚に分害llし，その昏々が
遺博質の金く粗等しV・2個の個体になったもので，
この方は1卵性双生兇Eineiige　Zwillingc（EZ），
monozygotfc　or　identical　twillsと呼ばれる。
　ところがこの様に全くその成因を異にしてV・る
にも拘らす同じ家系，同胞に厘々EZとZZとが
同時に：出現していることがあるのみならす，1卵
性，2卵性及び異性の双生兄の家系を遺傳統計学
的に：調査すると，その何れにも1卵性と2卵性と
が殆ど1：「｛等しV・頻度で出現しており，更に2卵性
双生児の成因には頬側の負因が関戯してV・る例の
見られることから，Curtius＆v．　Verschuerl）’2）’3）
らはこの2種類の双生兇の間に何らか共通の素因
のあることを想定し，ここに双生児の成因に関し，
第3の可能性として卵とそれに附随して第2成熟
分裂の際生する第2極休とが夫々11LUの精子に：よ
り受精されて双生児の出來る場合のあることが仮
定されるようになった。
　次にこの第3の可能性を支持すると思われる根
拠をあげてみよう。
　ユ．双生兇の卵性診断には卵膜所見による方法
（Siemens，　Curtius－Lassen－Steiner）と，ホ「1　ILJ．JIJi一．SLi　tzよ
る診断法（Siemens，　v．　Verschuer）とがあるが，前
ti’は卵膜が2枚dichorischの場合にはEZかZZ
かの判定に役立たないため実地上の債値が少なく
専ら後者の相似診断’法が行われている。この方法
の根底はEZは遺傳費が全く相等しいから，通常
の同胞程度にしか似ていなV・ZZに較べて性及び
血液塑は勿論，毛髪，皮膚の性状及び紅彩の色等
環境による影響を受け難い形質につV・て観ると，
殆ど杢く同じ程度に似ているというζとを前提と’
してV・る。この方法は・今日卵性診断法として最も
すぐれたものであって，von　Verschuer3），　Lenz4），
Newmanりを初め，1歌米の主な双生兇研究者は大
抵この相似診断法を採用しているが，同時に彼ら
芸本研究は交部省利学研究費双～！礼児研究班による「双生
　免の綜合的研究」の一部である0
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はこの方法によってEZかZZか，その何れに分
類すべきか判断に苦しむような例に遭遇している
　■とも事実である。例えばLenオリはEZほどに
は似てV・ないが，悪通のZZよりは似ているよう
な例は強いてその何れかに入れすにunsicherc
F甜eとして分類するのが望ましいと述べている。
一・一”茁y記の第III型双生兄が実在すると仮定する
と，この種の双生児は遺傅学的にEZとZZとの
中陶に：位するものになり，EZほどには似てV・な
いが通常の兄弟姉妹よりは西方が強V・ことになる
から，相似診断法によって総ての双生兄を：EZ，　ZZ
の範疇に分類しようとすれば，当然どちらの範疇
にも入れかねるものが生じてくることになるわけ
である。との点に関してWilson＆Jones6）が粗似
診断法によって判定のつかなV・undetermined　case
が双生兇193紅中，15紅（約8％）あったと報告
していることは特に注口に慣する。
　2．この問題に最も直接に疑問を投げたものに，
Levin7）の報告した異性双生兜における顯著な鏡像
所見の例がある。　ζの例は35才の双生兄で兄妹
ともに紅型は青V・色をしていたが，ただ兄の右紅
彩の外雫側7時から圏11時までの分節が著明に褐
色となっており（H6terochromie），これと杢くネ1［称
的に妹の左紅型の外牛1貝11が同じように褐色の分・節
をなしていたとV・うのである。Armadilloにおけ
る多胎研究の権威Newman6）は彼の実験から1卵
性の判定規準の一つとして，双生兇における鏡像
関係の有無を挙げてV・るが，』Levlnの報告したよ
うな二二分節の鏡像所見は二二や指紋．つむじの
ような形質の鏡像関係と違って極めて特異な，し
かも稀有なものであるから，もしもNewmanの
論が了Eしいものとすれば，本門の双生児が1卵性
’である可能性は非常に弧いものとV・えよう。とこ
ろが，異性双生兇は性が違うから，前記の和似診
断法の前提からすると，a加碗に2卵性である
ことになる。’ｵかしながら，人類遺傳学の知識を
以てすれば，性を決定する因子は，父親の側にあ
るから，性が違うということは，　嚴密にV・えば2
卵性を意味せす，ただ2精子性を意味するに止ま
ってV・る。從ってLevinの投げた1卵性双生兄で
性の達うことがありうるかという疑問は，双生児
の第III型を仮定することによって，無理なく解
決されるものということが出來よう。
　3・細胞学的な見地から，双．生児の成因につV・
て極体受精の可能性に最初に：浩［．1したのはSobot－
taR’）であろう。彼は哺乳類，殊にマウスの受精卵
の観察から，異常に大きくなった第2三野が受精
することは大いに可能性があるが，これに対して，
まだ実証も反証もなV・と述べてV・る。最近Leh－
m呂nn　u．　Huber9）は，’subifexで1．〔大な第2極体の
形成を襯察し，第3型双生兇の可能性を言禽じて，
かか多双生！己は同じ卵細胞Ovozytenからlll來し
た卵子と第2極休とが，夫々ユILaの精子に：よって
受精されたものであるから，彼らはとれをOvo－
zyt互re　eineiige　Zwillinge（OZ）と呼ぶべきことを提
称した。その後S・RosinzoはLudwigu、の還元領
Reduktionswertの概：念を取入れて，数理統計的に
OZの存否を確める方法を発；表し，と：の問・題の解
決を推進せ’しめる上に，貴下：な理論的基礎をきつ
いた、
　著者は，東京大学隅研究窒井上英二言1艇師より，
第III型双生児の存否を確めるよう辱められ，　こ
の問題解決の端緒を輿えられたので，双生兇研究
班の一員として，多くの共同研究者の援助の下に．
Rosinの理論を実際面に展開した結果，從來の’1
卵li生及び2卵性双生兇の他に，　この種第III型双
生児の実在することを刀刃統計学的に推計し，同
時にそれがどの位の頻度で出現するかを推定する
ことが出來た。本研究は今後の双生児研究の方法
論に，重大な影響を與えるものとなるであろう。
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　　　　　　　　　　研究方法
　まずRosinの理論の概略を説明し，次にわれわれのと
った具体的な実験方法をllべよう。
　　］．Rosinの理論
　Rosinは，到1論を簡輩にするため，　A／aの優劣1対の渣
傳子を仮定し，母親の因子型がh6teroのAaの場合，成
熟卵とそれに附随した第2極体とに，逡傳子がどのように
分配されるかを考嬢した。この場合磐回の成熟分裂に際し
て，この遣船子対の坐している染色体の紡錘糸附着点
（SFA）が前還元prtireduzierenするか，　または緩還元
postreduzierenするかがliil　Pmであって，　RosinはSFAが，
i）専ら前還元する場合，ii）專ら緩還元する場合，　iii）前還元，
後還元を任意にする場合の3つに分けて考察しているが，
われわれは近年における新Chiasma型影tの進展とJ　Lin－
degrenらによる下等生物の4分子分析の研究から，入聞
の場合も，SFAは常に前還元を行うものとして，　Rosinρ
理論を辿ってゆくことにする。
　さて，紡錘糸附若点が常に前還元することになると，成
熟卵と第2極体との遺沢子構戌は，交叉の起つた部分以夕ト
は総て相等しい。　これを問題のA！aの洋帆子対について
観ると，その遺上子の前還元，或いは後還元の頻度は，附
着点と遺習子との岡における交叉の頻度によって直接に決
定されることになる。若し交叉が全く起らなければ，母親
のA！aの遣羽子対は前還元されて，卵と第2極体とは，
共にAか，または共にaの遺：団子を捗りことになるが，
若し交叉が1回起れば，遺段子対は後還元されて，卵と第
2桶体とは，一一fiがAならば他方がaというように，異
った題男子を持ってくる。他方，交叉の頻度は，新興学的
な距離6と干渉の強さの函数であるから，遺傳子の前還元
する頻度は，その凹型子の附加点からの距離bと，千摺の
弧さとの函数として表わすことが出田る。，この：場合Lud－
wig11）の還元償pacなる量を導入すると1附着点が常に前
還元する時には，　一目子はロー2p）の頻度で前濫元され，
この値は，干渉が全然ない場合，及び干渉が完全の揚合に
は，三軍な曲線または直線で表わすことが出理る。
　それ放，今ZZの多数の組について，その両親の因子型
を調べ1て，母親がhe七eroのAa，父親が劣性homoのaa
の場合を選びIltすと，仮にすべてのZZが通常の多排卵に
よって生じた2卵性双生兇であるならば，このような紐合
’ve　Ludwigによれば，還元俄p　とは，’SFAが常に後選
　　鼓する場合に，斌傳了・の前還元する頻度を表わす。今
　　SFAと遺傳子との開に．0，1，2…v個のChiasmaを
　　持つ4分子の頻度を，Sn，　Sb　S・i…SVとすると
せの雨親から生旧した双生兜の正数は，この川目に關して一
致（踊躍ともAaか，または別方ともaa）し，残りの牛分は
不一致（片方がAaで他方がaa）となる。しかし若しこの
ZZの巾にOZが幾らか氾っていれば，この関係は変って
きて，一コ口る組Cが不一致の組．Dより多くなるか，ま
たは逆に少くなってくる。　　　　　　　　　　　　　・
　いまC組の頻度んの1／2からの編差をα，OZの被瞼
双生見ri・の割合を9とすると，瓢常の29N性双生免の率
は1－Lgとなり，圏の牛数は一致する組である。またOZ
の中，卵の成熟分裂の過程で，その遺傳子の前還元された
組は一致し，後還元された組は不一致となるが，SFAが常’
に前還元すると仮定すると，OZの中で前還元する組は（1
一？p）qだけあるかち’（pはA／α遺傳子の還元側
　　　k＝碁（1－9）＋（1－2P）σ＝蚤士α
となり，’こオしから
　　　　　　　　　　　　　2a．　A“　．1　gT2a　　　q－4pq＝2a，　or　g＝＝　　　　　　　　　 　　 or　pu　：＝　”　　　　　　　　　　　　　1－4p　　　　　　　　4q
で，α，p，　qの大いさは，→定の範囲内を変動する。
　　　碁≧α≧O
　　　llq－O
　　　云≧p≧O・；・………C＞Dの場合
または蒼≧p≧差・……・・…C〈Dの場合
　特定の遺傳形質に対して，αの値は測ることが出來るか
ら，pはqだけの函数となる。　p，qは直i接測定すること
は出來ないが，pの最大値及びqの最小値は定めること
が｝II來る。以上により，　Rosinの理論によると，種々なる
泄傳形質につ）・て夫々のαの値を測定すると，1．OZの俘
在とその頻度2．入問の染色体の還元様式（若し或る種の
形質に関して，k＞登の時は，　Darlingtonの新Chiasma
型叡：を借りなくとも，附着点は常に前還元していることに
なる　3．遺傳子の当番の諸問題を一挙に解決することが可
能である。
　　2．実地上の方法
　a）標本とその集め方
　われ，われ，の対象とした2卵生双生免は，総て異性双生児
PZで，その中爾親の健雀しているものだけを選び，繭親
と双生兜，並びにその同胞について2，3の遺言形質を調べ
た。対象をPZの：家庭に限ったわけは，　PZは性が異るか
ら父親の側については総て2精子性であって，いわゆる1
卵性双生児磁密にはユ卵1精子性双生兇）は全く排除さ
　　炉静＋静＋静＋詣墨＆…
となる。SFAが常に前還元する場合には，還傳子の
後還元する頻度は2pで表わされ，從ってこの場合遺
傳子の前還元する頻度はq－2p）である。
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れることになり，從ってこの中にOZが混っているかどう
かを槍価するのに，要因が二一になるからである。また
PZだけでなく同時にその同胞までも検査したのは，それ
によって母親の遺傳因子型の列明する場合があるからであ
る。
　このようにしてわれわれは双生兇研究班によって調査さ
れた資料の中から，地理的に似1利な東京居住の，しかも両
親の健在なPZの家庭を無選澤に訪問して，総計462家族
について調べた。これらの双生児の約2／3は小學校（7～13
オ），中學校（14～16オ），新制高校〔17～19オ）の生徒であ
り，残りの1／3は保健所に届出のあった1～5オの目見で
ある。
　b）槍査した遣傳形質
　この研究で口止した形貿は，入類でその遺傅様式が既に
正催に判明しているABO式，　MN式血液型と，其垢の乾
灘型の3つである。ABO式血液型は，周知のとおりA，　B，
0の3複対立因子にホつて遺傳され，A，　B問に互に優劣
の関係はないが，A，　Bは共に0に対して優性である。ま
たMN式血液型は，　M，　Nの互に優劣関係のない1組の対
立因子によって遺傳され，血浦学的な三口成績，即ち衷現
型から直ちに因子型も同時に知れる学研がある。ところが，
最．近Race12）らはこの血液型と出生寧との岡に相関がある
のではないかと示唆しており，Taylor＆Prior13）のMN
×MN結婚からMN型の子供が理論比50％よりも高い頻
度で生れているという成績を引用して，これが若し眞なら
ば，雑種弧勢の享実を直接訣明するものとならうと述べて
いる。71：しRaceらのいうとおりならば，事樋は頗る重大
であるが，今ERaceらの誠はまだ殆ど認められておら
ず，これに対しWiener14）は，　MN型が理論比よりも高く
tltるのは，列定用免疫血消の不備によることを弛1調してい
る。とにかく，この点については異論があるので，われわ
れはこの問題についても一謄i吟味1の上，Rosinの理論を適
用した。
　耳垢型は，性，ABO式血滋型とは無関係な正常形質の1
っで，既に足立15），市田氏1のらによって報告されたとおり，
耳折の灘りている型（W）は，乾いている型（d）に対して，
Mendelの法則に從い翠純優性に遺傳する。なおABO式
血液型と耳垢型の場合には，母親の因子型が表現型から直
接に列明しないときがあるから，Rosinの理論を適用する
には，多少の修正が必要である。
実瞼成績
コ．標本適合度の同定
　われわれの集めた標本にRosinの理論を適用するには，
その前に先づこれらの標本が上記の正常形質に関して任意
抽出のものであるかどうかを統計的に楡詫すする必要があ
る。そこで双生免の家庭構戌員である爾親におけるそれら
の形質の出現頻度と，　結婚系巳合せの頻度を計算して，　こ
れを日本入の一般入口中における出現牽と比較し，．その漣
合度を樵査した〔Table　1～4参照）。上の3つの形質の中，、
ABO式，　MN式血液型は，総数462家族について洩れなく
調査したが，耳垢型を調べたのは，その中の214家族であ
る。　日本入のABO式，　MN式血1液型の一般頻度はi慨に
多くの研究報告から列明しているが，：耳垢型に関する報告
はまだ少く，またそのili現頻度も潤本の各地LJi’で多少違っ
ているように思われる。殊に東京地方におけるそのlli．現川
．度を報告したものは見当らず，ユr垢型については，まだ比
較対照すべき資料がないので，ここにはわれわれの成績を
挙げるに止めてオ。〈（Table　5参照）。　　　　　　　　　　．
　以上の表から明らかなとおり，われわれの標本が1壬意抽
jllのものでないという証明はどこにも見出すことはできな
V”o　’　　？．MN式日波上とIll生率との關係
　既に述べたようにRaeeらは，　MN式血滋型において
MN型のものはM型やN型に比し，その出生牽が理論比
よりも高く出ることを示唆したが，果してこのような関係
が統計的に離められるであらうか・この点をわれわれの資
料で槍討してみると，Table　6　のようになり，　MN×M，
IY［N×N，　MNxMNの結婚組合せから生れた子供の中，
MN　型のものの頻度は　MN！（MN＋M十N）＝366／（366＋
197十ユ55）＝366／70S二5ユ」G996　（理工念圭ヒ　50個日，　X2　．．　O♂S135，
白由度＝1でPr．＞e。30となる。　從ってMN式血液型
と出生傘との間に有意な関係は認められないことになる。
　　3．第III型双生兇の存否の三瓶
　a）MN式血液型
　この場合Rosinの理論の実際的鷹用に役立っのは母親
がheteroのMN型のときだけである。父親がM型，　N
型，MN型の場合に雁じて，それがら生れたPZが互いに
血液型の一致する純．と不一致の組とを計篁し，一致の糾の
合計をC，：不一致の組の合計をDとする。但しMNxMN
10．）　Raee，　R．　R　＆　Sanger，　R．　：　Blood　Groups　in　Man
　　（1950），
13）　Taylor，　G，　L　＆　Prior，　A．　M．　：　Ann．　Eugen．，：．　9，18
　　－44　（1939）．
14）　Wiener，　A，　S．　：　Blood　Groups　＆　Blood　Transfusion，
　　3一．ed． C1943＞．
15）　Adaehi，　B．：Z．　Rassenk．，　6，　273－307，　（／937）．
ユ6）市田賢吉・市田太耶。市田久子：潰勤学雑誌，24，9
　　（1949）．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　”
結婚の組合せの蒔には，M＝MN，　N＝］Y［N，　MN＝MNの
組合せのPZの割合は，　OZの有無に関係しないから，　こ
の組合せの双生児は除外する。　　　　　　　　　　　
　Tabie　7に示したように，　C＝89組，　D＝62組となり，
k＝C／（C十D）＝・89／151＝58．94％である。　この標本巾にOZ
が全く氾っていないと仮定すると，　C！（C十D）の理理比は
5G％であるから，ガを計寛すると，xe＝4．827S，　n＝1で，
Pr．〈0．05となり，危陰傘5％以下で，この摂本の中には
OZが幾許かの割で混っていることになる。
　b〕ABO式血液型
　この場合に役立つ結婚の組．合せば，潤：親が因子型で
heteroのAO，　BO，　ABの3っである。　このrli，　ABは褒
現型ABとそのまま一致するから頁いが，　AO，　BOは褒現
型でA型，B型となり，それだけでは因一f型のAA，　BBと
区別出納ない。しかし特別な場合には，双生児以外の同胞
の血液型を調べることによって区別出直ることがある。例
えば父親が0型，骨親がA型のときに，才？し穆生児心証トの
同胞に0型の子供が二王∫孟していれば，母親．の因了｝1filtはAO
であることがαprioriに判るから，　PZの巾，　A＝Aと
O＝Oの組は，そのまま一致する組に計上し，A＝Oの＄H．
は不一致の組に計上される。しかし，若し双生免以外の同
胞に0型のものが出現していない場合には，母親の因子型
はAAかAOか不明であるから，その1面こは，　PZの1．ii　一
致する組として，A＝Aの組を捨てて　0＝0だけを計上
し，次のように補正する。　即ち因了・型で00xAOの結婚
心肝せからは，A＝・A，　A＝0，0二〇の組合せのPZが理
論上1：2：1の比に出現するから，0＝0の組を計上した
合計を2倍にして，これを一致：する組に合計し，不一致の
組A　＝Oと比較すればよい。母親がBOの場合に
も奈く同様にすることが出町る。　　　　　　　　，
　このように計算すると，Table　8，9，10に見る
逓り，C・＝88系「LD＝81組で，乃ゴ5？．07％，x』o・2
S99，　n＝1でPr．＞0．50となり，この場合には
有意差を認め得ない。
　c）耳　垢型
　この場合役立つ結婚組合せは，骨親が因子型で
heteroのWd型で，父親が劣性homoのdd型の
ときである。因子型のWd型が，　PZ以夕1・の同胞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oの型から勢i明する場合にはfll！．題ないが，それがα
p幅。蛇に列らないときには，ABO式のときと同
様に補正を施せば頁い。
　Table　Uに示すように，　C＝17組，　D＝25組と
なって，この場合は不一致の組数の方が一致の細、
数より大ぎく，　ん＝CてG十D｝＝40．4S％となるが，
Z2＝L5238，　n＝1で，　Pr，＞O．20となり，これま
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た有意差を認められない。
　4．OZのlll現頻度の推定
　以上の成績から，われわれは，これまでαp幅0短に2
卵性ときめられていたPZ中に，　OZが混在していること
を排計したが，その出現｝頃度はどの位あるであらうか？
　Rosinの理論に從えぱ，　ZZ中，或る特…定の1彦質に関し
一致する組Cの頻度をAらみの1／‘2　t．らの偏差をα，その
形質の遺傳子の選元価をp，OZの頻度をqとすると
　　　麺一助α＝±α
即ちisの壱からの偏差αは，麺から，　OZ中の後還元し
た組の頻度2pgを減じた値に等しい。それ故入類の種々
の形質について，ISの値を測定すると，んは50％を巾心と
して，50％＋毒σと，50％一善αの問に分布することにな
る（（yは一定）。
　從．って，統計値：kの上限，］＜．限を求めて，50％からの
鼓小の偏りをαとすると，a＞2αとなる。
　いまわれわれの楡罰した3つの形貿について，その19の
値の上限，一1｛限を夫々危11藪傘5％以下で求めると，Table
12に示すようになる。この表から漏る．とおり，隔Bり＝5？．07
％＞50％であ．るが，その下．限は50％以下になっており，
またIc　wa＝40．48％〈50％であるが，その一ヒ限は50％以
上になっている。從ってABO式血液型と耳垢型について
は，われわれの瞼査成績からgの値の推定は下せられない
けオしど，MN式血液1型では，　lf　）INの下限が51．60％とな
り，　α・＝51．60－50：＝1．60％は有意であるから，　結局危雨
傘5％以下で，PZ中に3。2％以上の割で，　OZが混在して
いることになる　（Figure　l参照）。
　　　　　　　　　　Fi’gure　1
Estimation　of　the　Frequeney　of　OZ　（q＞　in　Unlike
　　　　　　　　　Sexed　Twins
　　　　　　　P’tr，　．　，
Se
？ダ
　tV．　2
　t　tSe teo
タσ一圭e　　　　suナまl
N．一．一．．一．一．y一一一一一；一’
　　　　　7
量σ一2pq＝士α
　　q＞11a，　q＞2一・．2．e・．一
危％
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考　　察
　われわれの実験成績から，OZの存在とその
出現率を推計することができたが，なおその他に
Rosinの理論に從って，ユ，2の考察を加へてみよ
う。
　（1）Roslnによれば，或る形質についてk＞1／2
ならば，その遺傳了・の乗っている紡錘糸附蒋点は，
常に前還元することになる。附着点が前還元と後
還元とを任意にする場合，或は常に後還元する場
合にばkは常に1／2以下でφる。　しかるに：娠N
：＝　58．94％＞1／2であるから，人聞の場合にも附着
点は常に前還元してV・ることになる。
　（2）次に遺面子の附着点からの距離bであるが，
これは還元便ρから闇接に推定することが出來る。
例えばMN遺傳子の還元f節は，　a＞1．60％であ
るから，P＜24．2％となり（Figute・1参照）Rosin
の図から，一1］’＝渉。の時，b＜44　M．Eになる。
摘　　要
　とれまで，双生児の卵性は主として相似診断法
によって，1卵性双生児（EZ）と2卵性双生兇．
（ZZ）の2つの範疇に分類されてきたが，実際問題
として，時にその何れにも分類し難V・移行型の
存在することがあるため，双生児の第III型とし
て成熟卵と第2極体とが受精して生じた・双生児
（OZ）の存在の可能性が論議されてきた。　Rosinは
Ludwigの還尤債Pの概念を取入れて，　OZの存
否を数理統計的に解明する方法を発表したが，わ
れわれはRosinの理論を実地に展開し，異性双生
兇とその両親462家族について，ABO式血液型，
MN式血液型，耳垢型の3正常形質を調べた結果，
これまでa加。’・1に2卵性ときめられてV・た異性
双生兇中に，この種第III型双生兇が3．2％以上の
頻度で出現していることを遺傳統計学的に推計し
た。なおこれと関漣して，成熟分裂の際の紡錘糸
附着点の還元様式，MN遺悔子の坐位につV・て言霊
及した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　1
The　11BO　GToups（）f　Twin’s　Pare？zts；The　ObSier2♪θd翫θ箆吻pae渦’・・quencies　Bαsed伽漉θ
　Sαmpleげ462　Families．　Th・．E7xpect・el　Values　w・o・e　Qu・t・d加η・一κ・mα彦・u’8踊♂θ．
Blood　Groups
　of　Parent
????????
Total
absolute
obs． exp．
55?
50??
17??
???9
924
354．4
201．2
2Sl．5
87．0
924．1
per　’eent
obs． exp．
e，s．41
2？．19
29．3S，
10．06
99．9S
38．35
21．77
30．46　’
9．42
IOO．OO
X2
O．OOIO
O．07ユ8
0．3917
0．4138
O．S783・
3　degrees　of　freedom．　Pr．＞O．80
　本研究は，双生兇研究班員及び班員外の多数の方々
の協力によつてなされたが，特に恩師古畑種基敏授，
並びに班長内村顧之敏授の絶えざる激励と，東京大学
隅研究室井上英二講師の絶大なる御援助に員う所が大
きい。また．本丈について貴重な指示と討議を1階しまれ
なかった九州大学医学部田申克己博士，及び夫々専門’
の領域で種々御教示を頂いた東京大学理学部田中信徳，
石田壽老両薄士，東京大学物療内科」曾山元三郎博士の
御厚歯に感謝する。なお資料牧集の労をとられ．た東京
大学医学部学生小黒八七耶，：岩城章，山崎典耶，III城
守也，吉川靖三，井形昭の諦君並びに木研究に協力さ
れた双生免の諸家族の方々に，心より御軋中上げる。
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Table　2　The　MN　Types　of　Twin’s　．PaTents；　・　The　Observed　Phenotype　lilrequenctes　Based　on
　　　tんθSα．mpleげ462　Ramil¢’es一翫θExpected　Vaettes　we7・θQuoted　from　Komαtsen’s　Ta，肱
Blood　Types
　of　Parent
absolute
obs．
??
Tota1
266
1S6
472
924
exp．
274．8
190．n．
459．0
924．0
per　cent
obs．
28．78
20．13
51．07
99．9S
一exp．
29．74
20．58
49．68
100．00
x：’
S18???．?
7??90??0
??S6???0
Q．7427
　　　　　　　　　　　2　degrees　of　freedorn．　Pr．＞O．50
Table　3　The　Observeel　and　Empected　lrrequencies　of　the　Variotzs
　　　鞠Pθ8〔ゾ五BO　Mαt吻（ゾ：働伽’8　Parents伽462　Fa？漉伽．
’　Mating
FatherMother
　B×A
　A×B
　A×A
　B×B
　O×AB
AB×O
　A×AB
AB×A
　B×AB
　AB×B
．AB×AB
　O×A
　　　み　A×0
　0×B
　B×0’
　0×0
Total
absolute
obs．
14
??????
????
01
?1
6??
9
11
7
94
16
????
9??
04
462
exp．
?????????? ?? ???? ??38??
??????????????????????????ー
?????????????????????．???????
??
?．???????????????????????? ??? ?? ???
???????
4．
???
??????
9??4
461）・．3
per　cent
obs．
S．S7
6．71
14．50
5．63
2．16
．c，．16
．n，．Sl
or．63
1．95
？・．38
1．51
ユ0。60
13・　．20
6．9L）
6．2S
8．66
99．97・
exp．
ノ
「????????????????? ? ? ? ? ???? ?????????
????????
」????????????????????????
?????＝????????????????? ? ? ??? ?
?????????????????????????????? ?? ??
68
U3
U3
???????1
100．00
X“o
｝
｝ーー
｝
?〜
1．6455
O．0147
0．7675
1．6375
5．9988
O．2635
？．0512
］．3704
O．1477
O．1960
14．092S
15　degrees　of　freedom．Pr．　〉　o．so
Table　4　The　Observed・　a，nd　Expected　liTreq’uaenctes　of　the　Various
　　　2財PθsげMN　Mαting（ゾT・wi，1包’s」Parents　in・462」lhmilies・
Matin．cr．
　　　o
FaしherMother
　MxM
　NxN
　MxN
　NxMMN×M　MxMN
MN×N
　NxMNMNxMN
Total
absolute
obs．
41
ユ8
1），1
1／，S
64
71
4S
or：｝
11・S
46t］，
exp．
8??04
6??9?
???8?
?」?8??
???86
???S6
?』?74
???74
0
???
41??
461．6
Per　eent
obs．
7S??S
09??3
45??4
???0??6
5S??3?
6???51
9????01
74??11
45??5??
exp・
4S??8
4???4
????6
??1??6
77??4﹈
77??41
????0?
????01
S64?
99．9S
Pr．　〉　O．90
99．9S
X2
、〜
O．OOIO
O．1306
1．8862
O．7263
O．3736
O．1404
S　degrees　of　freedom．
3一　．2　or　sl
．
?
280
Table　5
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望ワhe　Eαγ一陥1留乃〃θ8（）f　．214癬伽ビ伽8，　zσ乞漉Their　660σん？：ldγen・
　　　　W＝　wet　dd　」＝　dry
Mating
Number
Type
WxW
W×dd
dd×dd
Total
obs．
　5
80r
12・　4
214
exp．
10．6
73．9
1　2　9．　．5
214．0
W
Children
Total
??
??6??
58??
660
dd
obs・
11
ユ45
　Q
lor　6
exp．
???01
???9?」1
0
149，4
obs．
　2
117
385
504
exp．
8???
8???11
0??58??
or　oo．6
Table　6ThθMN　Typ8sげ354乃ηz疵θs，ψ乞君ん708σん放かθ鴨。
rry．　pes　of　Matin．cr
FatherMother
MNxN
MNXM
　M×．　．MN
　NxMN
MNxMN
Total
Number
4S
64
71
0r3
1］．8
354
Number　of　Children
M
?．?．??? ?
ユ97
N
??????????
lor　s
MN
5／
62
75
0tr5
123
3・　66
’Table　7
Frequency　of　MN　Type　Qf　children　（eO．　xbpS’．　1．　366／708　＝　5！’1．g／1；’
　　　　　x2　＝　O．S135．　1　degree　of　freedom一　i”r．＞O．30．
IVuvnber　of　the　CXasses　of’　Un’　gik：e’　Sexed　Ttvins　Born　t．o　Mothe7’s　of　T’ype’　MN．
Ma’ting
t Faしher Mo　t．h　er
IV［　×　M　N
N×MN’
MN×MN
Total
Classgs　of　Unlike　Sexed　Twins
’
Concordanee
Clags　Qf　［rypes
?????＝??
　N－N
MN＝MN?＝??
Nu血ber
IS
2）t？，．
?
11
4幽
C 89
　　　　　DiScora颪flb6一一
Class　of　Types
M＝MN
N一＝MN
M＝N
Number
31
ユ9
ユ2
D 62
　　C＞D．　　lc二Cl（C－i－D）二89／1．51＝5S．94％
x2＝4．S278，工degree　of　freedon〕．　．P7・．〈0．05
十
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Table8　1Vumber’げαα8sθ8げし勉‘曲θ＆脚d　Twins　Born　to　Mothers（ゾ（｝70吻）AB．
Mating
FatherMother
OxAB
AxAB
B　×　A・B
ABxAB
Total
Classes　of　Unlike　Sexed　Twins
Concordanee
Class　of　Types??＝?
???
B
?＝＝＝＝???
　B＝B
AB＝AB
　A＝＝A
　A＝AB
A＝A
B＝B
’　Number?
???
???
?
IS
Discordance
Class　of　Types
A＝B
A＝　AB
A＝B
B?＝＝?
A＝B
Number
6
??
??
2
17
Table　9　Number　of　Classes　of　rJntike　Ele．red　Twins　Born　to　Mothers　of　Either　AO　or　BO，
　　げ職伽σθ％吻paesα7θKno？vnαpriori　from亡んθ」Phenotypes　of　the　other　Chadren，
Mating Classes　of　Unlike　Sexed　Twins
Concordance
FatherMother Class　of　Types
OxA
OxB
BxA
AxB
ABxA
ABxB
Total　，
A＝Ao＝＝o
B＝Bo＝o
??????＝﹇＝?＝?＝?? ?
??????＝＝＝＝＝＝?? ?
　B＝BAB＝AB
　A＝＝A
AB　＝＝　AB
Number
???
???
塾
???
????
?
?
14
．⊇塾璽（塑叩
Class　of　Types
A＝O
B＝O
B＝BA ??＝＝＝?A
???＝＝＝＝??
AB＝B
AB＝A
Number
3
?
???
（??
1
o
9
282
Table　10
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エ＞tCmber　of　Clαsses　of　Unlthe　S謡d　Ttvins　Born　tq　Mothers（ゾ瀦んθ望
AO　Qr　BO，　of　Whom　Genotyf］es　are　Unicnown　a　priori・．
Mating
FatherMother
OxA
OxB
BxA
AxB
ABxA
ABxB
Total
Classes　of　Unlike　Sexed　Twins
Coneordanee
Class　of　Types
o＝o
o＝＝o
?＝＝?
B＝B
o　＝o
O－A
A一一A’
B＝　B
A＝A
Number
5
7
???
4
???
1
o
1
28
Discordance
・　Class　of　Types
A＝O
B＝O??＝＝＝????
AB＝AAB＝O
　A＝B
　B＝O
AB＝B
AB＝A
Number
15
13
3
2
3
?」
????
2
3
・55
Table　11
　　　　　　　　　Total　Sum　of　C：　18＋14＋28×2＝88
　　　　　　　　　Total　Sum　of　D：17十9十55　＝81
　　　　　’C＞D　k一一C／（C＋D）＝88／169＝52．07％
　　　　　x2＝O．2889，　1　degree　of　freedomi　PT．＞O．50
Number　of　Ctasses　of　Unliice　Sexed　71evins　Born　to　Mothers　of　Genotype　Wd．
MaYing
Maternal
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　　　　It　is　generally　recognized　that　human　twins　are　of　two　types，　monozygotic　（MZ）　and　dizygotic
（DZ），．　the　former　being　so　much　alike　that　they　can　be　hardly　distinguished　from　one　another；
while　the　latter　are　no　more　alike　than　ordinary　brothers　and　sisters．　一　There　is　usually　no　difficulty
in　distinguishing　MZ　from　DZ　twins，　but　sometimes　cases　arise　in　which　the　distinction　is　by　no
means　clear　and　these　have　led　to　’the　possibility　of　a　th｛rd　type　of　twins，　which　has　been
discussed　for　a　long　time　by　many　workers．
　　　　On　the　other　hand，　it　is　considered　to　be　possib1e　from　the　cytological　observations　in　varibus
kinds　of　animals，　that，　if　the　twins　of　this　third　type　could　exist，　they　were　from　the　fertilization
of　a　ripe　egg　and　an　abnormally，　large’　second　polar　body　by　two　different　sperrns・　Rosin　has
recently　advanced　a　new　theory　to　solve　statistically　the　problem　of　a　third　possibMty　of　twinning，
using　the　value　of　reduction　introduced　by　Ludwig・　ln　this　paper　the　author　has　devised　practical
application　of　hfs　theory．　．
　　　　From　the　samples　of　twin　pairs　collected　by　the　joint　efforts　of　our　Research　Groups　formed
in　1951　for　the　purpose　of　studying　twins，　the　author　picked　up　462　pairs　of　unlike　sexed　twins
at　random，　and　investigated　the　three　human　normal　genetic　traits　of　the　twins　and　their　parents，
i．e・，　ABO　blood　groups，　MN　blood　types　and　ear　wax　types　（wet　and　dry），　and　analyzed　the
data　according　to　Rosin’s　theory．
　　　　As　a　result，　significant　statistics　were　obtained　indicating　the　existence　of　a　third　type　of
twins，　and　the　frequency　of　their　appearance　was　estimated　at　a　rate　of　m　ore　than　3．2　per　cent
in　the　total　number　of　unlike　sexed　twins，　which　have　been　recognized　a　priori　to　be　DZ．
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